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「主体的な学び」の視点

「対話的な学び」の視点

「深い学び」の視点

学習に積極的に取り組ませるだけでなく、学習後に自らの学びの成果や過
程を振り返ることを通して、次の学びに主体的に取り組む態度を育む学び

他者との協働や外界との相互作用を通じて、自らの考えを広げ深めるような
学び

探究的な学習の過程を一層重視し、
これまで以上に学習過程の質的向上を目指す

課題設定 振り返り

異なる多様な他者と力を合わせて課題の解決に向かう



学習過程を探究的にすること

④まとめ・表現 ：気付きや発見、自分の考えなどをまとめ、
判断し、表現する

探究的な学習の指導のポイント

①課題の設定 ：体験活動などを通して、課題を設定し課題意識をもつ

②情報の収集 ：必要な情報を取り出したり収集したりする

③整理・分析 ：収集した情報を、整理したり分析したりして思考する



(2)探究的な学習の過程においては、他者と協働して課

題を解決しようとする学習活動や、言語により分析し、

まとめたり表現したりするなどの学習活動が行われる

ようにすること。その際、例えば、比較する、分類す

る、関連付けるなどの考えるための技法が活用される

ようにすること。

5

考えるための技法について

第３ 指導計画の作成と内容の取扱い ２



考える際に必要になる情報の処理方法を、例えば「比較する」、

「分類する」、「関連付ける」など、技法のように様々な場面

で具体的に使えるようにするもの

考えるための技法について

考えるための技法とは

考えるための技法の例

順序付ける 比較する 分類する 関連付ける

多面的に見る・多角的に見る 理由付ける

見通す 具体化する 抽象化する 構造化する



①「整理・分析」の過程における思考力、判断力、表現力等を育てる。

②協働的な学習を充実させる。

③各教科等と総合的な学習の時間の学習を相互に往還する。

考えるための技法について

考えるための技法を活用することの意義

考えるための技法を意識的に使えるようにするために

可視化 思考ツール

思考ツールを活用すること自体が目的化しないように！



https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/sougou/main14_a2.htm



他者と協働して主体的に取り組む学習活動にすること

③力を合わせたり交流したりして協働的に学ぶ
一人でできなかったことを、仲間がいることで成し遂げられることを実感する

探究的な学習の指導のポイント

①多様な情報を活用して協働的に学ぶ
多様な情報を収集することで、情報交換しながら学級全体で考えたり話し合ったりして、
課題が明確になっていく

②異なる視点から考え協働的に学ぶ
異なる視点を出し合い、検討していくことで、事象に対する認識が深まり、学習活動を更に
探究的な学習へと高めていく

④主体的かつ協働的に学ぶ
問題を自分のこととして受け止め、よりよく解決するために自分が取り組もうとする主体性
がなければ、協働は成り立たない



中学校における実践例

御杖村立御杖中学校：村の歴史や自然についての体験活動や調査活動

児童生徒にとって身近な地域に関わることを
探究課題として設定



学習プラン例

郷土学習の手引
http://www.pref.nara.jp/49481.htm
郷土学習の手引リーフレット
http://www.pref.nara.jp/secure/194803/kyoudori.pdf


